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帰
る
さ
知
ら
ぬ
旅
衣
。
〳
〵
。
法
に
心
や
急
ぐ
ら
ん
。

是
は
諸
国
遊
行
の
聖
に
て
候
。
我
一
遍
上
人
の
教
へ
を
受

け
。
遊
行
の
利
益
を
六
十
余
州
に
弘
め
。
六
十
万
人
決
定

往
生
の
御
札
を
普
く
衆
生
に
あ
た
へ
候
。
此
程
は
上
総
の

国
に
候
ひ
し
が
。
是
よ
り
奥
へ
と
志
し
候
。

秋
津
洲
の
。
国
々
め
ぐ
る
法
の
道
。
〳
〵
。
迷
は
ぬ
月
も

光
添
ふ
。
心
の
奥
を
白
河
の
。
関
路
と
聞
け
ば
秋
風
も
。

立
つ
夕
霧
の
何
く
に
か
。
今
宵
は
宿
を
狩
衣
。
日
も
夕
暮

「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

シ
テ

に
な
り
に
け
り
。
〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
音
に
き
ゝ
し
白
河
の
関
を
も
過
ぎ
ぬ
。

又
是
に
あ
ま
た
道
の
見
え
て
候
。
広
き
方
へ
ゆ
か
ば
や
と

思
ひ
候
。

な
ふ
〳
〵
遊
行
上
人
の
御
供
の
人
に
申
す
べ
き
事
の
候
。

遊
行
の
聖
と
は
札
の
御
所
望
に
て
候
ふ
か
。
老
足
な
り
と

も
い
ま
少
し
急
ぎ
た
ま
へ
。

有
難
や
御
札
を
も
賜
は
り
候
ふ
べ
し
。
ま
づ
先
年
遊
行
の
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御
下
向
の
時
も
。
古
道
と
て
昔
の
街
道
を
御
通
り
候
ひ
し

な
り
。
さ
れ
ば
昔
の
道
を
教
へ
申
さ
ん
と
て
。
は
る
〴
〵

是
ま
で
ま
ゐ
り
た
り
。

不
思
議
や
さ
て
は
先
の
遊
行
も
。
此
道
な
ら
ぬ
古
道
を
。

通
り
し
事
の
有
り
し
よ
な
ふ
。

昔
は
此
道
な
く
し
て
。
あ
れ
に
見
え
た
る
一
村
の
。
森
の

こ
な
た
の
河
岸
を
。
御
通
り
あ
り
し
街
道
な
り
。
其
上

朽
木
の
柳
と
て
名
木
あ
り
。
か
ゝ
る
尊
き
上
人
の
。
御
法

「「「「
ワ
キ

シ
テ

下
歌
地

上
歌

の
声
は
草
木
ま
で
も
。
成
仏
の
縁
あ
る
結
縁
た
り
。

こ
な
た
へ
入
せ
た
ま
へ
と
て
。
老
い
た
る
馬
に
は
あ
ら
ね

ど
も
。
道
し
る
べ
申
す
な
り
。
い
そ
が
せ
給
へ
旅
人
。

げ
に
さ
ぞ
な
処
か
ら
。
〳
〵
。
人
跡
た
え
て
荒
れ
は
つ
る
。

葎
蓬
生
刈
萱
も
。
乱
れ
あ
ひ
た
る
浅
茅
生
や
。
袖
に
朽
ち

に
し
秋
の
霜
。
露
分
衣
来
て
見
れ
ば
。
昔
を
残
す
古
塚
に
。

朽
木
の
柳
枝
さ
び
て
。
影
踏
む
道
は
末
も
な
く
。
風
の
み

渡
る
け
し
き
か
な
。
〳
〵
。
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是
こ
そ
昔
の
街
道
に
て
候
へ
。
又
是
な
る
古
塚
の
上
な
る

こ
そ
朽
木
の
柳
に
て
候
ふ
よ
く
〳
〵
御
覧
候
へ
。

さ
て
は
此
塚
の
上
な
る
が
名
木
の
柳
に
て
候
ひ
け
る
ぞ
や
。

げ
に
川
岸
も
水
絶
え
て
。
河
そ
ひ
柳
朽
ち
残
る
。
老
木
は

そ
れ
と
も
見
え
わ
か
ず
。
蔦
葛
の
み
這
ひ
か
ゝ
り
。
青
苔

梢
を
埋
む
有
様
。
誠
に
星
霜
年
旧
り
た
り
。
さ
て
い
つ
の

世
よ
り
の
名
木
や
ら
ん
。
く
は
し
く
語
り
給
ふ
べ
し
。

昔
の
人
の
申
し
お
き
し
は
。
鳥
羽
の
院
の
北
面
。
佐
藤
兵

「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

衛
憲
清
出
家
し
。
西
行
と
聞
え
し
歌
人
。
此
国
に
下
り
給

ひ
し
が
。
頃
は
水
無
月
半
な
る
に
。
此
河
岸
の
木
の
も
と

に
。
暫
し
立
ち
よ
り
給
ひ
つ
ゝ
。一
首
を
詠
じ
給
ひ
し
な
り
。

謂
を
聞
け
ば
面
白
や
。
さ
て
〳
〵
西
行
上
人
の
。
詠
歌
は

い
づ
れ
の
言
の
葉
や
ら
ん
。

六
時
不
断
の
御
勤
め
の
。
隙
な
き
内
に
も
此
集
を
ば
。
御

覧
じ
け
る
か
新
古
今
に
。

道
の
べ
に
。
清
水
な
が
る
ゝ
柳
陰
。
〳
〵
。
し
ば
し
と
て

67



こ
そ
立
ち
ど
ま
り
。
涼
み
と
る
言
の
葉
の
。
末
の
世
々
ま

で
も
。
残
る
老
木
は
な
つ
か
し
や
。
か
く
て
老
人
上
人
の
。

御
十
念
を
賜
は
り
。
御
前
を
立
つ
と
見
え
つ
る
が
。
朽
木

の
柳
の
古
塚
に
。
寄
る
か
と
見
え
て
失
せ
に
け
り
。
〳
〵
。

（
中
入
）

不
思
議
や
さ
て
は
朽
木
の
柳
の
。
我
に
詞
を
か
は
し
け
る

よ
と
。

思
ひ
の
珠
の
数
々
に
。
〳
〵
。
御
法
を
な
し
て
称
名
の
。

「「「「「「

ワ
キ
詞歌

シ
テ地

シ
テ地

声
打
ち
添
ふ
る
初
夜
の
鐘
。
月
も
曇
ら
ぬ
夜
も
す
が
ら
。

露
を
か
た
し
く
袂
か
な
。
〳
〵
。

沅
水
羅
紋
海
燕
か
へ
る
。
柳
条
恨
み
を
牽
い
て
荊
台
に
至

る
。
徒
に
。
朽
木
の
柳
時
を
得
て
。

今
ぞ
御
法
に
合
竹
の
。

直
に
み
ち
び
く
弥
陀
の
教
へ
。

衆
生
称
念
必
得
往
生
の
。
功
力
に
ひ
か
れ
て
草
木
ま
で
も
。

仏
果
に
至
る
老
木
の
柳
の
。
髪
も
乱
る
ゝ
白
髪
の
老
人
。
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忽
然
と
顕
は
れ
出
で
た
る
烏
帽
子
も
。
柳
さ
び
た
る
有
様

な
り
。

不
思
議
や
な
さ
も
古
塚
の
草
深
き
。
朽
木
の
柳
の
木
の
本

よ
り
。
其
様
化
し
た
る
老
人
の
。
烏
帽
子
狩
衣
を
着
し

つ
ゝ
。
顕
は
れ
給
ふ
は
不
審
な
り
。

何
を
か
不
審
し
給
ふ
ら
ん
。
は
や
我
姿
は
顕
は
し
衣
の
。

日
も
夕
暮
の
道
し
る
べ
せ
し
。
其
老
人
に
て
候
ふ
な
り
。

さ
て
は
昔
の
道
し
る
べ
せ
し
。
人
は
朽
木
の
柳
の
精
。

「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

御
法
の
教
へ
な
か
り
せ
ば
。
非
情
無
心
の
草
木
の
。
台
に

到
る
事
あ
ら
じ
。

中
々
な
り
や
一
念
十
念
。

唯
一
声
の
内
に
生
る
ゝ
。

弥
陀
の
教
へ
を
。

身
に
受
け
て
。

此
界
一
人
念
仏
名
。
西
方
便
有
一
蓮
生
。
但
使
一
生
常
不
退
。

此
花
帰
つ
て
こ
ゝ
に
向
ひ
。
上
品
上
生
に
。
至
ら
ん
事
ぞ
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う
れ
し
き
。

釈
迦
す
で
に
滅
し
。
弥
勒
い
ま
だ
生
ぜ
ず
。
弥
陀
の
悲
願

を
頼
ま
ず
は
。
い
か
で
仏
果
に
至
る
べ
き
。

南
無
や
灑
濁
帰
命
頂
礼
。
本
願
偽
り
ま
し
ま
さ
ず
。
超
世

の
悲
願
に
身
を
任
せ
て
。
他
力
の
船
に
法
の
道
。

す
な
は
ち
彼
岸
に
至
ら
ん
事
。
一
葉
の
船
の
力
な
ら
ず
や
。

彼
黄
帝
の
貨
狄
が
心
。
聞
く
や
秋
吹
く
風
の
音
に
。
散
り

く
る
柳
の
一
葉
の
上
に
。
蜘
蛛
の
乗
り
て
さ
ゝ
が
に
の
。
糸

「「「「「「
シ
テ

地
ク
リ

シ
テ
サ
シ

シ
テ地

ク
セ

引
き
渡
る
姿
よ
り
。
た
く
み
出
だ
せ
る
船
の
道
。
こ
れ
も

柳
の
徳
な
ら
ず
や
。

其
外
玄
宗
華
清
宮
に
も
。

宮
前
の
楊
柳
寺
前
の
花
と
て
。
詠
め
絶
え
せ
ぬ
名
木
た
り
。

そ
の
か
み
洛
陽
や
。
清
水
寺
の
古
へ
。
五
色
に
見
え
し
滝

浪
を
。
尋
ね
の
ぼ
り
し
水
上
に
。
金
色
の
光
さ
す
。
朽
木

の
柳
忽
に
。
楊
柳
観
音
と
あ
ら
は
れ
。
今
に
絶
え
せ
ぬ
あ

と
と
め
て
。
利
生
あ
ら
た
な
る
。
歩
み
を
は
こ
ぶ
霊
地
な
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り
。
さ
れ
ば
都
の
花
盛
。
大
宮
人
の
御
遊
に
も
。
蹴
鞠
の

庭
の
面
。
四
本
の
木
陰
枝
た
れ
て
。
暮
に
数
あ
る
沓
の
音
。

柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
。

錦
を
か
ざ
る
諸
人
の
。
花
や
か
な
る
や
小
簾
の
隙
。
洩
り

く
る
風
の
匂
ひ
よ
り
。
手
飼
の
虎
の
引
綱
も
。
な
が
き
思

ひ
に
楢
の
葉
の
。
其
柏
木
の
及
び
な
き
。
恋
路
も
よ
し
な

し
や
。
是
は
老
い
た
る
柳
色
の
。
狩
衣
も
風
折
も
。
風
に

た
ゞ
よ
ふ
足
も
と
の
。
弱
き
も
よ
し
や
老
木
の
柳
。
気
力

「「「「「「「
シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ

な
う
し
て
弱
々
と
。
立
ち
舞
ふ
も
夢
人
を
。
現
と
見
る
ぞ

は
か
な
き
。

教
嬉
し
き
法
の
道
。

迷
は
ぬ
月
に
つ
れ
て
ゆ
か
ん
。
（
序
の
舞
）

青
柳
に
。
鶯
伝
ふ
羽
風
の
舞
。

柳
花
苑
と
ぞ
思
ほ
え
に
け
る
。

柳
の
曲
も
歌
舞
の
菩
薩
の
。
舞
の
袂
を
か
へ
す
〴
〵
も
。

上
人
の
御
法
を
受
け
。
よ
ろ
こ
ぶ
報
謝
の
舞
も
。
是
ま
で
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な
り
と
名
残
の
涙
の
。

玉
に
も
貫
け
る
春
の
柳
の
。

暇
申
さ
ん
と
木
綿
附
の
鳥
も
鳴
き
。

別
れ
の
曲
に
は
。

柳
条
を
綰
ぬ
。

手
折
る
は
青
柳
の
。

姿
も
た
を
や
か
に
。

結
ぶ
は
老
木
の
。

「「「「「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

枝
も
す
く
な
く
。

今
年
ば
か
り
の
風
や
厭
は
ん
と
。
た
ゞ
よ
ふ
足
も
と
も
。

よ
ろ
〳
〵
よ
わ
〳
〵
と
。
倒
れ
臥
柳
。
仮
寝
の
床
の
。
草

の
枕
の
一
夜
の
ち
ぎ
り
も
。
他
生
の
縁
あ
る
上
人
の
御
法
。

西
吹
く
秋
の
風
打
ち
払
ひ
。
露
も
木
の
葉
も
散
り
〴
〵
に
。

露
も
木
の
葉
も
散
り
〴
〵
に
な
り
果
て
ゝ
。
残
る
朽
木
と

な
り
に
け
り
。
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